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普
門
寺
（
豊
橋
市
）
の
文
献
調
査
に
つ
い
て  

愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会 

 

は
じ
め
に 

 　

二
〇
〇
八
年
度
以
来
、
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
を
中
心
と
し
て
、
普
門
寺
の
文
献
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
す
で
に
お
よ
そ
の
作
業

を
終
え
、
目
録
も
公
刊
し
た
。
目
録
と
原
本
と
の
照
合
・
再
確
認
を
続
け
て
い
る
が
、
一
段
落
し
た
と
い
え
る
。
豊
橋
市
美
術
博
物
館
で
は
、

二
〇
一
七
年
一
月
に
、
考
古
学
・
美
術
史
学
・
建
築
史
学
の
調
査
成
果
と
と
も
に
、
企
画
展
「
普
門
寺
と
国
境
の
ほ
と
け
た
ち
」
が
開
催
さ

れ
、
文
献
調
査
の
成
果
も
、
地
元
は
も
と
よ
り
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 　

こ
の
調
査
は
、
愛
知
県
史
編
纂
事
業
に
よ
る
調
査
に
上
川
通
夫
（
日
本
文
化
学
部
教
員
）
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
発
端
と
す
る
が
、
愛
知
県

立
大
学
中
世
史
研
究
会
が
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
悉
皆
調
査
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
日
本
文
化
学
部
歴
史
文
化
学

科
の
専
門
科
目
「
歴
史
文
化
学
演
習
」（
上
川
担
当
、
中
世
史
ゼ
ミ
）
の
受
講
生
を
中
心
と
す
る
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
が
調
査
に

携
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
学
部
に
附
置
さ
れ
て
い
る
文
字
文
化
財
研
究
所
と
も
関
わ
っ
て
、
調
査
成
果
を
公
表
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

 　

そ
こ
で
、
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
の
立
場
か
ら
、
普
門
寺
文
献
調
査
の
経
緯
と
成
果
の
記
録
を
、
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
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こ
と
に
し
た
。
大
学
で
取
り
組
む
学
術
調
査
の
事
例
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
意
義
や
方
法
が
検
討
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
の
参

考
に
で
き
る
課
題
抽
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
普
門
寺
か
ら
の
新
出
史
料
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
愛
知
県
域
に
包

蔵
さ
れ
る
文
化
遺
産
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
、
生
活
者
住
民
の
目
線
で
、
し
か
も
人
類
史
上
の
普
遍
価
値
の
発
見
と
し
て
、
共
有
す
る
手
が
か

り
に
し
た
い
。 

 　

調
査
に
つ
い
て
は
、
普
門
寺
ご
住
職
林
隆
清
様
に
は
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
あ
ら
め
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。 

 　

な
お
、「
は
じ
め
に
」「
一
」「
む
す
び
」
の
執
筆
は
上
川
通
夫
、
他
は
各
項
目
の
末
尾
に
執
筆
分
担
者
名
を
記
し
た
。 

 

一　

調
査
の
き
っ
か
け
、
経
緯
、
成
果 

 　

愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
に
よ
る
普
門
寺
文
献
調
査
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
学
術
動
向
を
受
け
継
い
で
い
る
。 

 　

二
〇
〇
四
年
、
豊
橋
市
教
育
委
員
会
の
岩
原
剛
氏
ら
が
普
門
寺
旧
境
内
の
調
査
を
開
始
さ
れ
、
遺
物
の
表
面
採
集
や
平
場
の
確
認
の
の
ち
、

順
次
必
要
箇
所
を
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
愛
知
大
学
史
学
科
日
本
史
専
攻
会
考
古
学
部
会
に
よ
る
『
船
形
山
城
跡
測
量
調
査
報
告
書
』

（
一
九
九
三
年
）
が
参
照
さ
れ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
七
年
一
月
、
愛
知
県
史
編
纂
事
業
の
調
査
と
し
て
、
山
田
邦
明
氏
（
愛
知
大
学
）
が
普

門
寺
で
永
意
起
請
木
札
を
実
見
さ
れ
、
年
号
部
分
を
含
む
上
部
欠
失
の
状
態
な
が
ら
、
文
字
の
書
風
な
ど
か
ら
平
安
時
代
の
も
の
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
た
。
つ
い
で
愛
知
県
史
編
纂
事
業
の
古
代
史
部
会
に
属
す
上
川
が
知
ら
せ
を
受
け
、『
愛
知
県
史　

資
料
編
7　

古
代
2
』
に
再

録
す
る
目
的
で
、
二
〇
〇
八
年
八
月
二
十
八
日
に
初
め
て
普
門
寺
に
赴
い
て
起
請
木
札
を
調
査
し
た
。
こ
の
時
、
ご
住
職
か
ら
未
調
査
の
文

献
類
が
あ
る
旨
の
ご
教
示
が
あ
り
、
九
月
八
日
に
再
度
訪
問
し
て
、
土
蔵
に
多
く
の
文
献
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
調
査
を
期
し
て
別
置
・

保
存
し
て
い
た
だ
い
た
（
老
朽
化
甚
だ
し
い
土
蔵
は
の
ち
に
解
体
さ
れ
た
）。
こ
の
間
、
起
請
を
『
愛
知
県
史　

資
料
編
7　

古
代
2
』
に

翻
刻
し
（
二
〇
〇
九
年
三
月
刊
）、
ほ
ぼ
同
時
に
確
認
し
た
新
出
の
仁
治
三
年
普
門
寺
領
四
至
注
文
写
木
札
や
天
文
十
一
年
本
尊
等
造
立
記
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木
札
な
ど
に
つ
い
て
、『
愛
知
県
史
研
究
』
第
十
四
号
に
紹
介
し
た
（
二
〇
一
〇
年
三
月
刊
）。
な
お
二
〇
〇
七
年
に
は
、
豊
橋
市
教
育
委
員

会
が
普
門
寺
旧
境
内
を
主
に
考
古
学
の
手
法
で
確
認
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
普
門
寺
調
査
指
導
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら

上
川
が
加
わ
っ
た
（
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
）。 

 　

こ
れ
を
受
け
継
い
だ
の
が
、
愛
知
県
立
大
学
の
大
学
院
生
・
学
部
生
と
と

も
に
実
施
し
た
文
献
悉
皆
調
査
で
あ
る
。二
〇
〇
九
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
、

ま
ず
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）、
二
年
に
勧
進
購
入
さ
れ
た
黄
檗
版
『
大

般
若
経
』
の
調
査
に
着
手
し
、
そ
の
後
、
聖
教
類
や
古
文
書
な
ど
の
調
査
を

進
め
た
。
土
蔵
、
護
摩
堂
、
位
牌
堂
、
客
殿
、
収
蔵
庫
な
ど
に
分
置
さ
れ
て

い
た
が
、
す
で
に
何
度
か
の
入
れ
替
え
や
整
理
の
手
が
入
っ
て
お
り
、
収
納

状
態
に
特
別
の
意
味
が
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
査

の
順
序
は
特
に
原
則
を
設
け
ず
、
運
び
や
す
い
も
の
か
ら
順
次
手
を
付
け
て

い
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
、
一
点
一
点
調
査
カ
ー
ド
に
必
要
デ
ー

タ
を
記
入
し
、
中
性
紙
封
筒
に
収
め
る
、
と
い
う
作
業
で
あ
る
。
な
お
、
収

蔵
庫
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
、
縁
起
や
判
物
な
ど
の
重
書
が
別
置
さ
れ
て
い

た
。
棟
札
類
も
、
多
く
は
す
で
に
収
蔵
庫
に
集
め
ら
れ
て
い
た
。 

 　

調
査
は
、
当
初
は
一
か
月
な
い
し
二
か
月
に
一
回
、
夏
休
み
な
ど
に
は
一

泊
ま
た
は
二
泊
し
て
取
り
組
ん
だ
。
主
に
在
籍
中
の
ゼ
ミ
生
が
参
加
し
、
ほ

か
に
も
関
心
を
も
っ
た
学
生
が
手
伝
っ
た
。
二
〇
一
二
年
度
ま
で
は
、
国
庫

補
助
を
受
け
て
総
合
的
に
普
門
寺
調
査
を
実
施
す
る
豊
橋
市
教
育
委
員
会
か

ら
、
旅
費
と
日
当
を
支
給
し
て
い
た
だ
い
た
。
大
学
院
生
井
上
佳
美
が
調
査

歴史文化資料学での調査実習
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を
主
導
し
、
黄
檗
版
『
大
般
若
経
』
や
『
普
門
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め

も
行
っ
た
。 

 　

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
は
、
日
本
文
化
学
部
歴
史
文
化
学
科
の
専
門
科
目
「
歴
史
文
化
資

料
学
（
歴
史
）」（
上
川
担
当
）
の
受
講
生
が
、
実
習
と
し
て
普
門
寺
文
献
調
査
に
関
わ
っ
た
。
前

期
に
歴
史
史
料
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
扱
い
方
の
実
習
を
大
学
で
行
い
、
七
月
末
ご
ろ
に
一
日
普

門
寺
で
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
住
職
は
じ
め
ご
家
族
の
ご
理
解
と
ご
配
慮
に
よ
っ
て
、

二
〇
一
七
年
度
に
も
継
続
し
て
い
る
。 

 　

こ
の
間
、
愛
知
県
立
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
あ
る
「
学
生
自
主
企
画
研
究
」
に
、

愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
が
応
募
・
採
択
さ
れ
、
研
究
補
助
金
を
受
給
し
て
調
査
・
研
究
を

行
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
事
業
の
趣
旨
に
し
た
が
っ
た
研
究
目
的
と
計
画
を
大
学
院
生
と
学
部

生
が
立
案
し
て
お
り
、
普
門
寺
所
蔵
文
献
の
調
査
と
連
動
し
つ
つ
も
、
独
自
の
活
動
を
行
っ
た
。

教
員
上
川
を
責
任
者
と
す
る
調
査
は
、
あ
く
ま
で
普
門
寺
所
蔵
文
献
を
対
象
と
す
る
全
点
確
認
の

作
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
学
生
自
主
企
画
研
究
は
、
雲
谷
町
や
岩
崎
町
を
は
じ
め
と
す
る
普

門
寺
を
支
え
て
き
た
近
隣
地
域
を
対
象
に
、歴
史
的
な
景
観
や
伝
承
、民
俗
な
ど
を
、檀
家
の
方
々

へ
の
聞
き
取
り
を
含
め
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
実
践
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
編
集
の
報
告
書
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
編
集
し
た
『
中
世
三
河
国
普
門
寺
領
現
地
調
査
報

告
Ⅰ
（
豊
橋
市
雲
谷
町
編
）』（
二
〇
一
一
年
）、『
中
世
三
河
国
普
門
寺
領
現
地
調
査
報
告
Ⅱ
（
豊

橋
市
岩
崎
町
編
）』（
二
〇
一
二
年
）
と
し
て
結
実
し
、関
係
分
野
の
機
関
や
研
究
者
に
送
ら
れ
た
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
専
門
学
術
誌
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
二
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
に
「
新
刊
紹

介
」
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
（
海
老
澤
衷
氏
執
筆
）。
大
学
院
生
服
部
光
真
に
よ
る
主
導
力
が

学生自主企画研究による聞き取り調査普門寺春祭りでの成果発表
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発
揮
さ
れ
た
。
服
部
に
よ
る
研
究
論
文
も
書
か
れ
た
。 

 　

さ
ら
に
、
調
査
と
研
究
の
成
果
を
、
四
月
初
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
普
門
寺
春
祭
り
に
お
い
て
、
客
殿
で
檀
家
の
方
々
や
拝
観
者
に
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
・
服
部
光
真
、
青
木
千
鶴
、
石
原
綾
、
深
尾
優
子
、
松
原
亜
矢
、
望
月
夏
美
、
二
〇
一
二

年
・
服
部
光
真
、
武
野
や
よ
い
、
新
美
響
子
、
服
部
あ
ゆ
美
、
二
〇
一
三
年
・
服
部
光
真
、
二
〇
一
四
年
・
服
部
光
真
、
井
田
美
郷
、
佐
藤

路
子
、
二
〇
一
五
年
・
服
部
光
真
、
三
村
真
穂
、
二
〇
一
六
年
・
上
川
通
夫
、
が
担
当
し
た
。 

 　

二
〇
一
六
年
三
月
に
『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
140
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
考
古
学
調
査
編
―
』『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
第
141
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
後
者
の
第
二
章
文
献
調
査
「
五
、
聖
教
・
古
文
書
目
録
」
に
は
、

三
段
組
み
八
〇
ペ
ー
ジ
分
に
わ
た
っ
て
調
査
文
献
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
の
調
査
成
果
が
凝
縮
さ
れ

た
こ
の
地
味
な
目
録
に
、
ひ
と
ま
ず
私
た
ち
は
満
足
し
つ
つ
も
、
研
究
基
盤
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
に
胸
が
膨
ら
ん
だ
。

二
〇
一
七
年
一
月
に
は
、
考
古
学
、
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
文
献
史
学
に
よ
る
普
門
寺
総
合
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
た
展
覧
会
「
普
門
寺

と
国
境
の
ほ
と
け
た
ち
」
が
、豊
橋
市
美
術
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
。
文
献
史
料
を
数
多
く
展
示
し
た
こ
と
に
特
徴
の
あ
る
こ
の
企
画
展
で
、

愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
は
協
力
者
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
企
画
担
当
の
岩
原
剛
氏
ご
指
導
の
も
と
で
、
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
の
執
筆
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 　

な
お
研
究
会
で
は
、
普
門
寺
文
献
調
査
か
ら
派
生
し
て
、
豊
橋
市
の
大
脇
新
田
戸
田
家
文
書
や
、
石
巻
神
社
所
蔵
の
『
大
般
若
経
』（
十
四

世
紀
末
書
写
）
な
ど
に
も
取
り
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
調
査
デ
ー
タ
を
公
表
し
た
。
さ
ら
に
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 　

以
下
、
公
表
し
た
調
査
成
果
を
記
す
。
あ
わ
せ
て
参
加
し
た
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
お
く
。

（
上
川
通
夫
） 

 【
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
に
よ
る
研
究
成
果
】 

 

A　

学
生
自
主
企
画
研
究 

 

①
二
〇
一
〇
年
三
月
「
中
世
普
門
寺
領
の
復
原
的
研
究
―
中
世
寺
院
と
地
域
社
会
―
」
愛
知
県
立
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
平
成
22
年
度
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学
生
自
主
企
画
研
究
事
業
報
告
書
』 

 

②
二
〇
一
一
年
三
月
「
日
本
中
世
村
落
史
の
研
究
―
三
河
国
岩
崎
郷
を
中
心
に
―
」

愛
知
県
立
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
平
成
23
年
度
学
生
自
主
企
画
研
究
事
業
報

告
書
』 

 

③
二
〇
一
二
年
三
月
「
弓
張
山
系
と
中
世
社
会
―
文
化
遺
産
の
発
見
と
創
造
―
」

愛
知
県
立
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
平
成
24
年
度
学
生
自
主
企
画
研
究
事
業
報

告
書
』 

 

④
二
〇
一
三
年
三
月
「
大
般
若
経
＝
地
域
史
料
論
の
構
築
―
石
巻
神
社
（
豊
橋
市
）

所
蔵
大
般
若
経
調
査
を
通
し
て
―
」
愛
知
県
立
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
平
成

25
年
度
学
生
自
主
企
画
研
究
事
業
報
告
書
』 

 

⑤
二
〇
一
四
年
三
月
「
三
河
地
域
史
料
の
研
究
―
文
化
財
の
発
見
、
歴
史
文
化
の

再
発
見
―
」
愛
知
県
立
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
平
成
26
年
度
学
生
自
主
企
画

研
究
事
業
報
告
書
』 

 

⑥
二
〇
一
五
年
三
月
「
三
遠
国
境
地
域
に
お
け
る
地
域
歴
史
遺
産
の
創
造
」
愛
知

県
立
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
平
成
27
年
度
学
生
自
主
企
画
研
究
事
業
報
告
書
』 

 

B　

学
生
自
主
企
画
研
究
の
継
続
研
究 

 

①
『
中
世
三
河
国
普
門
寺
領
現
地
調
査
報
告
Ⅰ
（
豊
橋
市
雲
谷
町
編
）』
二
〇
一
一
年
三
月 

 

②
『
中
世
三
河
国
普
門
寺
領
現
地
調
査
報
告
Ⅱ
（
豊
橋
市
岩
崎
町
編
）』
二
〇
一
二
年
七
月 

 

C　

派
生
し
た
研
究 

 

①
「
大
脇
新
田
戸
田
家
文
書
目
録
・
解
題
」『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
第
一
号
（
二
〇
一
五
年
）。
近
世
前
期
に
渥
美
郡

愛知県立大学中世史研究会の報告書と豊橋市教育委員会の報告
書、豊橋市美術博物館展示図録
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雲
谷
村
か
ら
分
村
し
た
新
田
村
落
の
庄
屋
家
文
書
五
四
一
点
を
目
録
化
。 

 
②
瑞
浪
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
3
集
『
櫻
堂
薬
師
所
蔵
文
書
等
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
五
年
、
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
）。
原
本
校
正
を
担

当
し
た
。 

 

③
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
・
愛
知
大
学
地
域
史
研
究
会
編
『
石
巻
神
社
所
蔵
『
大
般
若
経
』
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
六
年
、
豊
橋

市
美
術
博
物
館
）。
十
四
世
紀
末
の
書
写
経
典
す
べ
て
に
つ
い
て
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
・
記
録
し
資
料
編
と
し
て
公
開
し
た
。
論
考

と
し
て
上
川
通
夫
「
石
巻
神
社
『
大
般
若
経
』
へ
の
歴
史
的
道
程
」、
服
部
光
真
「
石
巻
神
社
『
大
般
若
経
』
調
査
の
課
題
と
方
法
」「
石

巻
神
社
『
大
般
若
経
』
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
史
」
を
含
む
。 

 

D　

目
録
完
成
と
博
物
館
展
示
へ
の
結
実 

 

①
『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
141
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』（
二
〇
一
六
年
三
月
、
豊
橋
市
教
育
委
員
会
）
第
二

章
文
献
調
査
「
五
、
聖
教
・
古
文
書
目
録
」
に
史
料
目
録
を
掲
載
し
た
。
一
部
の
史
料
翻
刻
と
考
察
を
上
川
と
服
部
が
分
担
し
た
。
な
お

『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
140
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
考
古
学
調
査
編
―
』
が
同
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

②
豊
橋
市
美
術
博
物
館
企
画
展
「
普
門
寺
と
国
境
の
ほ
と
け
」（
二
〇
一
七
年
一
月
〜
二
月
）
の
展
示
準
備
に
協
力
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を

分
担
執
筆
し
た
。 

 

③
同
右
展
示
図
録
『
普
門
寺
と
国
境
の
ほ
と
け
』（
二
〇
一
七
年
）
の
第
二
章
「
普
門
寺
文
書
の
世
界
Ⅰ
―
木
札
の
世
界
―
」、
第
三
章
「
普

門
寺
文
書
の
世
界
Ⅱ
―
文
書
と
聖
教
―
」、
第
五
章
「
普
門
寺
の
再
生
―
僧
・
昶
深
の
近
世
復
興
事
業
」
の
解
説
を
執
筆
し
た
。 

 

④
豊
橋
市
美
術
博
物
館
企
画
展
「
大
般
若
経
展
」（
二
〇
一
六
年
三
月
）
に
協
力
し
た
。 

 

⑤
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
の
館
蔵
品
展
「
古
文
書
で
た
ど
る
大
脇
新
田
の
あ
ゆ
み
」（
二
〇
一
六
年
四
月
〜
五
月
）
に
協
力
し
た
。 

 【
個
別
の
論
文
・
史
料
紹
介
な
ど
（
普
門
寺
文
献
を
主
対
象
に
し
た
も
の
に
限
る
）】 

 

①
上
川
通
夫
・
井
上
佳
美
「
史
料
紹
介　

普
門
寺
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
所
蔵
黄
檗
版
『
大
般
若
経
』
に
つ
い
て
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文

化
学
部
論
集
（
歴
史
文
化
学
科
編
）』
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
） 
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②
井
上
佳
美
「『
舩
形
山
普
門
寺
梧
桐
岡
院

闢
之
縁
起
由
来
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科

論
集
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

③
上
川
通
夫
「
普
門
寺
（
豊
橋
市
）
所
蔵
永
暦
二
年
永
意
起
請
木
札
に
つ
い
て
―
付
、
大
治
二
年
『
大
般
若
経
』
零
巻
、
仁
治
三
年
四
至
注

文
写
木
札
、
天
文
十
一
年
本
尊
等
造
立
木
札
―
」（『
愛
知
県
史
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
〇
年
。「
三
河
国
普
門
寺
の
中
世
史
料
」
と

改
題
し
て
上
川
通
夫
『
日
本
中
世
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
二
〇
一
二
年
、
塙
書
房
に
再
録
） 

 

④
上
川
通
夫
「
平
安
末
期
の
山
林
寺
院
と
地
域
社
会
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

⑤
上
川
通
夫
「
国
境
の
中
世
寺
院
―
三
河
国
普
門
寺
―
」（
上
川
通
夫
・
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
歴
史
文
化
学
科
編
『
国
境
の
歴
史

文
化
』
二
〇
一
二
年
、
清
文
堂
出
版
） 

 

⑥
服
部
光
真
「
普
門
寺
（
豊
橋
市
）
所
蔵
年
次
不
詳
（
中
世
後
期
）
三
界
万
霊
木
牌
に
つ
い
て
」（『
愛
知
県
史
研
究
』
第
一
七
号
、

二
〇
一
三
年
） 

 

⑦
上
川
通
夫
「
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
永
意
起
請
木
札
を
め
ぐ
っ
て
」（『
木
簡
研
究
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
四
年
） 

 

⑧
服
部
光
真
「
日
本
中
世
寺
院
史
料
と
地
域
史
研
究
―
三
河
に
お
け
る
史
料
調
査
か
ら
―
」（『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
第
一
四
三
・
一
四
四

合
併
号
、
二
〇
一
五
年
） 

 

⑨
服
部
光
真
「
中
世
三
河
国
普
門
寺
領
四
至
再
考
」（『
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
五
年
） 

 

⑩
服
部
光
真
「
中
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
普
門
寺
の
「
復
古
」
と
三
遠
国
境
地
域
」（『
地
方
史
研
究
』
第
三
七
七
号
、
二
〇
一
五
年
） 

 

⑪
『
愛
知
県
史　

通
史
編
1　

原
始
・
古
代
』（
二
〇
一
六
年
、
愛
知
県
）
第
十
章
第
六
節
「
院
政
期
の
仏
教
と
地
域
社
会
」
に
「
三
河
国

普
門
寺
」
の
項
目
を
執
筆
し
た
（
上
川
通
夫
） 

 

⑫
上
川
通
夫
「
山
寺
に
お
け
る
文
字
文
化
の
形
成
と
発
見
―
三
河
国
普
門
寺
の
文
化
遺
産
―
」（『
説
話
文
学
研
究
』
第
五
二
号
、二
〇
一
七
年
） 

 【
研
究
会
参
加
者
】 

  〈
大
学
院
生
〉 

井
上
佳
美
（
二
〇
一
〇
年
度
博
士
後
期
課
程
修
了
）、
服
部
光
真
（
二
〇
一
四
年
度
博
士
後
期
課
程
修
了
）、
名
倉
ミ
サ
子
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（
二
〇
一
六
年
度
博
士
後
期
課
程
修
了
）、
加
藤
正
賢
、
海
老
澤
和
子
（
以
上
博
士
後
期
課
程
在
学
中
）、
羽
根
田
柾
稀
（
博
士
前
期
課
程
在

学
中
） 

  〈
学
部
生
〉 
石
黒
彩
美
、
石
本
篤
志
、
岩
永
夏
希
、
小
野
田
美
雪
、
杉
山
由
衣
、
鈴
木
麻
惟
、
谷
口
和
希
（
以
上
二
〇
〇
七
年
度
入
学
）、
青

木
千
鶴
、
安
藤
宏
太
、
石
原
綾
、
加
藤
真
子
、
中
野
健
太
、
早
川
志
緒
里
、
原
田
真
伍
、
深
尾
優
子
、
松
原
亜
矢
、
望
月
夏
美
、
山
田
美
咲

（
以
上
二
〇
〇
八
年
度
入
学
）、
大
野
早
希
、
武
野
や
よ
い
、
新
美
響
子
、
服
部
あ
ゆ
美
（
以
上
二
〇
〇
九
年
度
入
学
）、
阿
野
裕
介
、
井
田

美
郷
、
倉
知
真
由
美
、
佐
藤
路
子
、
杉
浦
公
美
、
杉
浦
友
香
、
竹
中
佐
季
、
平
野
亜
依
（
以
上
二
〇
一
〇
年
度
入
学
）、
大
澤
慎
也
、
加
賀

紀
実
、
橋
本
侑
季
、
濱
口
早
耶
乃
、
見
田
篤
紀
、
三
村
真
穂
（
以
上
二
〇
一
一
年
度
入
学
）、
佐
藤
未
奈
子
、
澤
田
香
南
子
、
西
川
龍
悟
、

羽
根
田
柾
稀
、
平
賀
彩
絵
、
松
井
菜
緒
、
森
彩
乃
（
以
上
二
〇
一
二
年
度
入
学
）、
伊
藤
春
城
、
今
村
智
世
、
佐
渡
史
絵
菜
、
西
田
朱
里
、

三
澤
瑛
里
（
二
〇
一
三
年
度
入
学
）、
岩
田
侑
里
香
、
長
谷
川
奏
、
坂
真
里
佳
（
以
上
二
〇
一
四
年
度
入
学
）、
今
井
文
理
、
金
澤
里
菜
、
佐
々

木
美
聡
、
下
條
な
つ
み
、
玉
野
愛
子
、
西
邑
渉
、
根
﨑
智
央
、
原
田
恭
亮
、
渡
辺
正
晃
（
以
上
二
〇
一
五
年
度
入
学
） 

 

二　

実
物
調
査
の
実
感 

 

1　

学
術
的
実
践
と
し
て
の
普
門
寺
調
査
―
大
学
院
生
の
立
場
か
ら
― 

 　

私
が
普
門
寺
調
査
に
加
わ
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
で
あ
る
。
調
査
全
体
と
し
て
は
三
年
度
目
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
の

第
一
弾
と
し
て
上
川
通
夫
先
生
や
井
上
佳
美
さ
ん
が
中
世
木
札
や
『
普
門
寺
縁
起
』、
黄
檗
版
『
大
般
若
経
』
に
つ
い
て
論
考
や
史
料
紹
介

を
出
さ
れ
て
い
た
。
考
古
学
的
調
査
を
早
く
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
岩
原
剛
氏
の
尽
力
も
相
ま
っ
て
、
す
で
に
普
門
寺
の
歴
史
的
価
値
が
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
文
献
調
査
に
つ
い
て
も
ご
住
職
の
ご
理
解
の
下
に
進
め
ら
れ
る
条
件
は
整
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
春
に

普
門
寺
に
戻
ら
れ
た
少
壮
気
鋭
の
林
義
将
副
住
職
の
存
在
も
同
世
代
と
し
て
心
強
か
っ
た
。 
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こ
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
土
蔵
や

客
殿
に
収
納
さ
れ
て
い
た
文
献
史
料
の

悉
皆
調
査
で
あ
る
。
普
門
寺
で
は
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
仏
像
や
、
文
献

史
料
で
も
戦
国
大
名
の
発
給
文
書
な
ど

一
部
の
文
化
財
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
た
が
、
多
く
は
顧
み
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
今
回
は
悉
皆
調
査
な
の
で
、

近
世
、
近
代
史
料
も
含
め
た
す
べ
て
の

文
献
が
調
査
の
対
象
と
な
る
。 

 　

悉
皆
調
査
も
軌
道
に
乗
っ
た
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
一
日
、
収
蔵
庫
の
片
隅
に
集
め
ら
れ
て
い
た
近
世
、
近
代
の
棟
札
を
ま
と
め
て
調
査

す
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
枚
余
り
の
棟
札
を
調
査
場
所
の
客
殿
に
運
び
出
し
た
。
全
体
を
把
握
す
る
た
め
に
並
べ
て
み
る
と
、
そ
の
中
の
と

り
わ
け
古
び
た
一
枚
に
「
暦
応
元
年
」
の
年
紀
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
が
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
銘
「
三
界
万
霊
木
牌
」
で
あ
る
。

三
界
万
霊
木
牌
と
し
て
は
現
存
最
古
級
で
あ
り
、
し
か
も
戦
国
時
代
に
再
利
用
し
た
際
に
加
筆
さ
れ
た
墨
書
か
ら
東
三
河
の
地
域
史
に
不
可

欠
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
後
に
判
明
す
る
こ
の
木
牌
も
、
長
ら
く
近
世
、
近
代
の
棟
札
に
紛
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
問
題
意
識
の
伴
っ
た
悉

皆
調
査
で
な
け
れ
ば
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 　

近
世
聖
教
か
ら
も
意
外
な
発
見
が
あ
っ
た
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
写
「
護
摩
幸
聞
記
・
神
供
幸
聞
記
」
の
調
書
を
採
っ
て
い
る
と
、

中
に
折
紙
が
挟
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
調
書
の
備
考
欄
に
注
記
す
る
べ
く
折
紙
を
開
こ
う
と
す
る
も
、
虫
損
で
容
易
に
は
開
か
な
い
。「
開
披

不
能
」
と
済
ま
せ
て
も
許
さ
れ
る
程
度
で
は
あ
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
て
虫
喰
い
を
剥
が
す
こ
と
に
し
た
。
竹
ひ
ご
で
粘
る
こ
と

三
〇
分
余
り
、
よ
う
や
く
開
い
た
そ
の
折
紙
は
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
年
紀
を
も
つ
印
信
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
世
の
刊
本
『
金
剛
界

三界万霊木牌（表側）
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礼
懺
』
の
調
査
で
は
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
書
写
『
大
般
若
経
』
の
断
簡
が
表
紙
見
返
し
の
補
修
紙
に
転
用
さ
れ
て
い
る
の
も
確
認
し

た
。
地
域
史
や
寺
史
の
重
要
な
内
容
を
有
す
る
大
規
模
史
料
群
の
全
体
像
が
立
ち
現
れ
て
い
っ
た
こ
と
自
体
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し

た
個
別
の
発
見
も
悉
皆
調
査
の
有
す
る
意
義
を
私
に
認
識
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。 

 　

普
門
寺
の
調
査
は
並
行
し
て
他
の
調
査
に
も
展
開
し
た
。
中
世
の
普
門
寺
領
だ
っ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
学
部
生
と
と
も
に
「
学
生
自
主

企
画
研
究
」
と
し
て
雲
谷
町
、
岩
崎
町
、
大
脇
町
で
古
地
名
や
史
料
調
査
を
実
施
し
た
。
龍
岩
院
所
蔵
棟
札
、
大
脇
新
田
戸
田
家
文
書
な
ど

が
そ
こ
で
新
た
に
見
出
さ
れ
、
地
域
史
料
は
着
実
に
拡
充
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
地
域
の
方
々
と
の
協
働
も
重
視
し
、
調
査
の
お
願
い

か
ら
報
告
書
刊
行
や
報
告
会
の
開
催
な
ど
成
果
の
還
元
に
至
る
ま
で
、
社
会
的
責
任
を
感
じ
な
が
ら
学
問
に
取
り
組
む
機
会
と
な
っ
た
。
普

門
寺
調
査
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
学
術
的
実
践
の
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 　

か
く
し
て
私
は
一
面
で
は
普
門
寺
調
査
に
研
究
者
と
し
て
育
て
ら
れ
た
と
の
自
覚
が
あ
る
。
様
々
な
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
で
迂
遠
で

地
道
な
調
査
を
継
続
で
き
た
こ
と
は
、
今
に
な
っ
て
も
得
が
た
い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
個
人
的
な
所
感
は

措
い
て
も
、
普
門
寺
所
蔵
文
献
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
諸
研
究
の
基
礎
条
件
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
小
さ
か
ら
ざ
る
も
の
が

あ
る
と
思
う
。
こ
れ
を
本
格
的
研
究
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
成
果
が
ま
す
ま
す
の
拡
が
り
を
も
っ
て
地
域
史
や
寺
院
史
、
中
・
近
世
史
の

研
究
進
展
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
服
部
光
真
、
二
〇
一
四
年
度
国
際
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、
現
在
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
員
） 

 

2　

調
査
の
継
承
と
普
門
寺
展
―
学
部
生
の
立
場
か
ら
― 

 　

私
た
ち
が
初
め
て
普
門
寺
を
知
っ
た
の
は
、
学
生
生
活
を
謳
歌
し
よ
う
と
意
気
込
む
、
入
学
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
実

際
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
訪
れ
た
。
初
め
て
の
現
地
調
査
で
あ
り
心
が
躍
っ
た
。
史
料
調
査
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
現
場
に
立
つ
と
ほ
か
の
こ

と
に
も
関
心
が
逸
れ
て
し
ま
う
。
住
職
方
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
本
堂
な
ど
境
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
数
々
の
貴
重
な
仏
像
も
拝
観
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
肌
で
空
気
を
感
じ
取
り
土
地
柄
を
知
る
こ
と
で
、
調
査
対
象
で
あ
る
史
料
へ
の
興
味
も
今
ま
で
以
上
に
湧
い
て
く
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る
。
初
め
て
触
れ
た
史
料
は
虫
喰

い
が
目
立
ち
、
十
分
に
読
め
る
状

態
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
「
船
形
山
」
な
ど
普
門
寺

に
関
す
る
単
語
を
見
つ
け
る
と
嬉

し
く
、
史
料
調
査
の
楽
し
さ
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
す
る

意
欲
や
基
礎
技
術
の
獲
得
に
つ
い
て
、
現
場
で
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 　

三
年
生
で
中
世
史
の
ゼ
ミ
に
入
る
と
、
ち
ょ
う
ど
企
画
さ
れ
て
い
た
豊
橋
市
美
術
博
物
館
の
展
示
「
普
門
寺
と
国
境
の
ほ
と
け
」
へ
の
協

力
に
つ
い
て
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、
い
く
つ
か
の
展
示
品
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
成
の
た
め
に

あ
ら
た
め
て
実
物
調
査
す
べ
く
、
懐
か
し
い
普
門
寺
へ
向
か
っ
た
。
収
蔵
庫
に
は
、
棟
札
を
は
じ
め
と
す
る
木
札
や
『
大
般
若
経
』
な
ど
の

聖
教
類
、
仏
像
、
経
筒
、
琵
琶
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
の
頃
よ
り
も
知
識
と
経
験
が
増
え
て
お
り
、
担
当
し
た
棟
札
に
記
さ
れ

た
文
字
の
筆
遣
い
や
墨
の
濃
淡
、
ま
た
隅
々
に
つ
い
て
の
形
態
な
ど
を
観
察
し
た
だ
け
で
な
く
、
銘
文
の
書
き
手
の
思
い
ま
で
読
み
解
こ
う

と
い
う
意
欲
が
湧
い
た
。
そ
う
し
た
調
査
を
行
っ
て
い
く
と
、「
仁
王
門
垂
木
」
と
い
う
史
料
が
目
に
留
ま
っ
た
。
垂
木
と
は
屋
根
の
裏
板

を
支
え
る
部
材
で
あ
る
。
こ
の
垂
木
に
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
年
号
と
共
に
、「
遠
州
浜
松
紺
屋
町
」
と
い
う
地
名
や
大
工
四
人
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
墨
書
銘
は
垂
木
と
他
材
と
の
張
り
合
わ
せ
部
分
、
つ
ま
り
完
成
し
た
仁
王
門
の
外
観
に
は
あ
ら
わ
れ

な
い
箇
所
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
（
山
岸
常
人
「
建
築
調
査
（
普
門
寺
関
連
の
歴
史
的
建
造
物
）」『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

書
第
140
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』）。
ま
さ
に
歴
史
を
下
支
え
し
た
人
々
の
生
き
た
活
動
が
よ
み
が
え
っ
た
よ
う
で
、
と
て
も

興
味
深
い
。 

 　

棟
札
類
に
限
ら
ず
、
普
門
寺
所
蔵
の
文
献
に
は
、
近
辺
地
域
に
今
も
残
る
地
名
が
頻
出
し
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
名
が
数
多
く
現
れ
る
。

仁王門垂木
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こ
の
こ
と
は
原
本
調
査
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
実
感
で
き
た
。
普
門
寺
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
地
域
の
歴
史
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ

が
普
門
寺
文
献
の
特
徴
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 　
「
普
門
寺
と
国
境
の
ほ
と
け
」
展
初
日
に
観
覧
し
た
。
入
り
口
に
大
き
く
飾
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
パ
ネ
ル
に
「
協
力　

愛
知
県
立
大
学
日
本

文
化
学
部
歴
史
文
化
学
科
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
気
持
ち
が
昂
揚
し
た
の
は
、
私
た
ち
が
担
当
し
た
部
屋
に

入
っ
た
時
で
あ
る
。
博
物
館
展
示
の
場
で
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
さ
れ
た
実
物
が
目
前
に
陳
列
さ
れ
る
姿
を
前
に
、
あ
ら
た
め
て
新
鮮
な
目

で
文
化
財
を
見
た
。
気
恥
ず
か
し
さ
と
誇
ら
し
さ
が
入
り
交
じ
っ
た
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
成
に
取
り
組
ん
だ
悪
戦
苦
闘
の

意
味
を
か
み
し
め
た
。
思
わ
ず
自
分
の
担
当
し
た
史
料
に
駆
け
寄
り
た
く
な
っ
た
が
、心
を
落
ち
着
か
せ
る
べ
く
順
々
に
回
る
こ
と
に
し
た
。 

 　

五
つ
あ
る
展
示
室
の
中
で
も
特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
第
四
展
示
室
で
あ
る
。
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
、
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
仏
像
。

普
門
寺
本
尊
「
木
造
聖
観
音
立
像
」
を
は
じ
め
、
十
二
世
紀
に
製
作
さ
れ
た
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
や
木
造
四
天
王
立
像
な
ど
、
貴
重
な
文

化
財
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
手
を
伸
ば
せ
ば
触
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
ほ
ど
の
距
離
で
、
仏
像
を
一
周
し
て
見
る
機
会
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
企
画
展
は
、
文
字
史
料
を
多
く
展
示
す
る
点
が
一
つ
の
特
徴
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
第
四
展
示
室
の
身
近
な
仏
像
、
絵
画
、

工
芸
な
ど
は
、
視
覚
に
強
く
訴
え
か
け
て
く
る
。
飜
っ
て
、
文
献
展
示
の
魅
力
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、
一
観
覧
者
と
し
て
平
静
に
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
。 

 　

企
画
展
を
開
催
す
る
ま
で
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
と
労
力
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
普
門
寺
旧
境
内
の
調
査
が
豊
橋
市
教
育
委
員
会

に
よ
っ
て
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
あ
ま
り
の
調
査
を
経
て
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
人
々
が
調
査
に
携
わ
り
、
力
を
尽
く
し
、
成
果
を
こ
つ
こ
つ
と
積
み
上
げ
て
き
た
。
私
た
ち
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
期

間
は
短
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
門
寺
調
査
と
と
も
に
成
長
し
た
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
の
先
輩
方
が
積
み

上
げ
て
き
た
成
果
と
想
い
を
私
た
ち
が
つ
な
ぎ
、在
学
中
に
こ
の
よ
う
な
集
大
成
と
も
い
え
る
企
画
展
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
も
、

感
慨
を
覚
え
る
。
学
び
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
深
く
か
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
4
年
生
・
岩
田
侑
里
香
、
長
谷
川
奏
、
坂
真
里
佳
） 
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三　

普
門
寺
の
文
献
史
料 

 

1　

普
門
寺
所
蔵
文
献
の
特
色 

 　

普
門
寺
に
は
数
多
の
文
字
史
料
が
伝
来
す
る
。『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
141
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』

（
二
〇
一
六
年
、
豊
橋
市
教
育
委
員
会
）
第
二
章
文
献
調
査
「
五
、
聖
教
・
古
文
書
目
録
」
に
は
、
通
し
番
号

1624
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
大

部
な
『
大
般
若
経
』
が
一
括
記
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
実
際
の
点
数
は
さ
ら
に
多
い
。
そ
れ
ら
全
体
の
中
か
ら
、
特
徴
的
な
こ
と
を
述
べ
て

み
た
い
。 

 　

普
門
寺
所
蔵
文
献
は
、
ほ
と
ん
ど
が
近
世
の
文
書
や
典
籍
で
あ
り
、
中
に
十
二
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
中
世
文
献
が
散
見
さ
れ
る
。
数
量

と
し
て
は
一
般
的
な
紙
本
文
献
が
膨
大
だ
が
、
木
製
素
材
の
木
札
文
書
が
目
立
つ
こ
と
は
、
形
態
上
の
一
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
内
容
上
で

相
関
連
す
る
木
札
と
紙
本
の
古
文
書
も
あ
り
、
古
文
書
学
と
し
て
も
研
究
す
べ
き
事
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

た
と
え
ば
、
十
二
世
紀
に
は
、
本
尊
の
近
く
に
木
札
の
寺
法
（
永
暦
二
年
僧
永
意
起
請
）
が
掲
げ
ら
れ
、
寺
に
集
う
幾
多
の
人
々
の
目
に

触
れ
た
。
の
ち
、
戦
国
の
兵
火
に
巻
き
込
ま
れ
て
伽
藍
・
領
地
と
も
に
衰
退
し
た
普
門
寺
は
、
十
七
世
紀
に
再
生
し
た
。
こ
の
時
、
再
興
に

奔
走
し
た
寺
僧
昶
深
に
よ
っ
て
、
寺
法
全
文
は
料
紙
四
枚
に
書
き
写
さ
れ
、
も
と
の
木
札
は
本
尊
宮
殿
（
厨
子
）
の
内
部
に
納
め
ら
れ
た
。

寺
史
の
二
大
画
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
起
請
が
重
視
さ
れ
、
木
札
と
紙
本
の
二
つ
の
形
態
で
作
成
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 　

中
世
の
普
門
寺
は
、
地
域
に
生
活
す
る
住
民
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
十
二
世
紀
の
寺
法
は
、
地
域
社
会
の
結
束
を
促
進

す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
寺
院
史
料
を
読
み
解
く
に
際
し
て
は
、
背
景
に
あ
る
地
域
住
民
の
意
志
を
無
視
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
地
域
が
団
結
す
る
た
め
に
、
世
界
宗
教
た
る
仏
教
の
「
和
合
」
の
精
神
を
か
り
て
、
寺
法
を
作
成
し
た
。
新
た
な
地
域
づ
く
り
と

い
う
課
題
に
直
面
し
た
人
々
の
著
し
い
主
体
性
こ
そ
、
書
面
を
作
成
す
る
大
き
な
動
機
で
あ
る
。 
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普
門
寺
は
、
十
五
世
紀
末
ま
で
に
衰
微
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
十
六
世
紀
に
な
っ
て
『
普
門
寺
縁
起
』
が
作
成
さ
れ
た
。
寺
が
歴
史
を
回

顧
す
る
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
縁
起
の
内
容
に
は
、
権
力
者
と
関
わ
る
事
績
に
加
え
、
里
山
の
用
水
資
源
や
地
勢
風
土
な
ど

近
隣
の
生
活
地
域
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
に
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
の
ち
の
時
代
の
地
誌
に
つ
な
が
る
趣
が
あ
る
。
ま
た
縁
起
に
は
音
読
す
る

た
め
に
訓
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
使
用
痕
と
し
て
料
紙
の
摩
耗
が
確
認
で
き
る
。
普
門
寺
で
読
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
持

ち
運
ば
れ
て
声
に
出
し
て
人
々
に
披
露
さ
れ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。 

 　

仏
教
の
経
典
類
も
歴
史
を
語
る
。
現
存
す
る
十
七
世
紀
後
葉
の
黄
檗
版
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
（
一
部
を
欠
く
）
は
、
昶
深
に
よ
る
普
門

寺
再
興
事
業
の
一
部
と
し
て
導
入
さ
れ
た
遺
品
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
加
え
ら
れ
た
奥
書
に
よ
る
と
、
普
門
寺
を
取
り
巻
く
地
域
、

し
か
も
三
遠
国
境
を
も
ま
た
い
で
出
資
者
を
募
り
、
京
都
の
版
元
か
ら
購
入
し
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
普
門
寺
膝
下
の
雲
谷
村
、
吉
田

城
下
町
、
二
川
宿
、
遠
江
国
中
之
郷
村
、
白
須
賀
宿
、
新
居
宿
な
ど
で
施
主
を
得
た
の
で
あ
る
。

雲
谷
村
で
は
夏
目
と
戸
田
の
名
字
が
多
く
、
今
に
続
く
地
元
の
在
住
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
田

城
下
町
で
は
商
人
や
農
民
が
多
い
。
ま
た
、
普
門
寺
の
縁
者
で
あ
る
ら
し
い
下
総
国
の
宇
田
川
氏

も
見
え
る
。
か
つ
て
の
普
門
寺
領
だ
っ
た
縁
あ
る
地
域
や
、
今
の
普
門
寺
末
寺
が
所
在
す
る
地
を

選
ん
で
い
る
ら
し
い
。
再
興
事
業
に
賭
け
て
各
地
に
出
向
く
昶
深
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
（
上
川
通

夫
・
井
上
佳
美
「
史
料
紹
介　

普
門
寺
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
所
蔵
黄
檗
版
『
大
般
若
経
』
に
つ
い

て
」『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
（
歴
史
文
化
学
科
編
）』
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）。 

 　

黄
檗
版
と
い
う
当
時
最
先
端
の
装
丁
で
調
巻
さ
れ
た
仏
典
が
、
あ
ら
た
め
て
地
域
と
と
も
に
歩

も
う
と
す
る
普
門
寺
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
る
。
全
六
百
巻
の
『
大
般
若
経
』
が
普
門
寺
に
揃
う

と
、
寺
の
復
興
を
宣
言
す
る
大
般
若
会
が
再
現
さ
れ
、
広
く
地
域
の
人
々
を
惹
き
つ
け
た
で
あ
ろ

う
。
イ
ン
ド
で
誕
生
し
、
中
国
で
漢
訳
さ
れ
た
正
統
仏
典
を
読
み
上
げ
る
声
が
響
く
な
か
、
世
界

を
流
伝
し
た
普
遍
思
想
に
浸
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

黄檗版『大般若経』（一部）
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普
門
寺
は
、
真
言
密
教
の
作
法
書
や
教
義
書
な
ど
の
聖
教
類
を
蓄
積
し
た
。
現
存
書
の
多
く
も
ま
た
十
七
世
紀
に
各
地
か
ら
収
集
さ
れ
た

も
の
で
、
近
世
寺
院
と
し
て
の
普
門
寺
復
活
を
裏
づ
け
る
重
書
と
な
っ
た
。
三
遠
両
国
は
も
と
よ
り
尾
張
国
の
真
言
寺
院
の
ほ
か
、
高
野
山
、

根
来
寺
、醍
醐
寺
の
よ
う
な
有
力
真
言
寺
院
の
僧
か
ら
も
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、十
六
世
紀
半
ば
に
書
写
さ
れ
た
『
四
座
講
式
』
は
、

も
と
は
十
三
世
紀
に
明
恵
が
考
案
し
た
法
会
次
第
で
あ
る
。
そ
の
写
本
が
、高
野
山
僧
の
手
を
介
し
て
十
七
世
紀
後
葉
に
昶
深
が
入
手
し
た
。

そ
の
後
、
十
九
世
紀
初
め
に
は
修
繕
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
の
本
領
た
る
宗
教
活
動
を
継
続
し
た
よ
う
す
を
想
像
さ
せ
る
。
仏
事
の
実
施
に
ま

つ
わ
る
文
献
に
、
普
門
寺
史
の
内
実
が
具
体
的
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 　

普
門
寺
所
蔵
文
献
は
、
宗
教
活
動
や
経
済
活
動
に
関
す
る
史
料
ば
か
り
で
は
な
く
、
蔵
書
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
近
世
に
刊

行
さ
れ
た
『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』『
春
秋
』『
易
経
』『
文
選
』
な
ど
も
目
立
つ
。
出
版
の
時
代
と
し
て
の
江
戸
時
代
に
、
江
戸
、
京
都
、

大
坂
、
高
野
山
な
ど
で
出
版
さ
れ
た
書
物
を
、
普
門
寺
も
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
豊
富
な
書
物
群
は
、
決
し
て
購
入
さ
れ
た

だ
け
で
は
な
く
、
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
原
本
の
状
態
か
ら
実
感
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
訓
点
を
付
し
、
あ
る
い
は
朱
書
き
を
加
え
、
時

に
は
折
り
癖
が
つ
い
て
い
た
り
、
栞
と
お
ぼ
し
い
木
の
葉
が
挟
ま
れ
て
い
た
り
す
る
。
普
門
寺
所
蔵
文
献
の
大
部
分
を
占
め
る
近
世
文
献
の

う
ち
、
世
俗
書
物
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
手
つ
か
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
出
版
文
化
の
発
展
と
そ
の
受
容
拠
点
と
し
て
の
寺
院

と
い
う
、
近
世
文
化
史
の
重
要
な
局
面
を
知
る
手
が
か
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

 　

な
お
、
近
世
文
書
も
膨
大
に
伝
わ
る
。
普
門
寺
所
領
関
係
の
文
書
や
検
地
帳
、
棟
札
、
寺
誌
、
聖
教
な
ど
、
主
要
な
文
書
は
『
中
世
三
河

国
普
門
寺
領
現
地
調
査
報
告
Ⅰ
（
豊
橋
市
雲
谷
町
編
）』『
同　

Ⅱ
（
豊
橋
市
岩
崎
町
編
）』
で
の
紹
介
を
踏
ま
え
て
、『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
第
141
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』
に
翻
刻
さ
れ
た
。
同
書
に
収
め
ら
れ
た
服
部
光
真
「
近
世
の
普
門
寺
」
は
、
そ

れ
ら
を
駆
使
し
て
近
世
寺
院
と
し
て
の
普
門
寺
再
生
と
展
開
を
、地
域
社
会
史
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。そ
の
成
果
は
服
部
氏
の
構
想
に
よ
っ

て
豊
橋
市
美
術
博
物
館
企
画
展
示
の
一
室
に
あ
て
ら
れ
、
図
録
『
普
門
寺
と
国
境
の
ほ
と
け
』「
第
五
章　

普
門
寺
の
再
生
―
僧
昶
深
の
近

世
復
興
事
業
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
展
開
に
と
っ
て
の
拠
り
所
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 　

近
代
に
入
っ
て
、
た
と
え
ば
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
『
農
業
三
事
』
や
、
明
治
十
年
の
『
日
本
地
誌
要
略
』、
ま
た
「
此
度
神
奈
川
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表
英
国
軍
艦
数
艘
渡
来
」
と
い
う
記
述
で
始
ま
る
『
英
国
軍
艦
渡
来
記
』
な
ど
は
、
流
動
的
な
新
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
収
集
し
、あ
る
い
は
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
々
は
そ
の
後
、一
方
で
は
『
鎌
倉
三
代
記
』
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
の
歴
史
を
、「
欧

州
地
図
」
な
ど
に
よ
っ
て
地
球
大
の
世
界
を
認
識
す
る
。
さ
ら
に
、
小
学
校
や
中
学
校
の
理
科
、
地
理
や
歴
史
の
教
科
書
も
持
ち
込
ま
れ
た
。

普
門
寺
所
蔵
の
近
代
の
書
物
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
印
刷
文
化
や
学
校
制
度
な
ど
が
一
般
社
会
に
拡
が
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
か
ろ
う
。 

 　

普
門
寺
史
の
一
端
は
、
寺
外
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。『
瀧
山
寺
縁
起
』、『
大
福
寺
御
堂
供
養
記
』、
石
巻
神
社
『
大
般
若
経
』

奥
書
、
広
島
市
草
津
八
幡
神
社
所
蔵
『
大
般
若
経
』
奥
書
、
称
名
寺
聖
教
、
真
福
寺
聖
教
な
ど
に
、
断
片
記
事
が
あ
る
（
上
川
通
夫
「
国
境

の
中
世
寺
院
―
三
河
国
普
門
寺
―
」
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
歴
史
文
化
学
科
編
『
国
境
の
歴
史
文
化
』
清
文
堂
出
版
、二
〇
一
二
年
）。

山
寺
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
な
ど
、
近
年
進
展
し
つ
つ
あ
る
山
寺
研
究
に
と
っ
て
の
代
表
事
例
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程
・
海
老
沢
和
子
、
加
藤
正
賢
、
同
博
士
前
期
課
程
・
羽
根
田
柾
稀
） 

 

2　

普
門
寺
史
料
と
中
世
史
研
究
―
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
― 

 （
1
）
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
僧
永
意
起
請
木
札 

 　

一
九
九
八
年
、
普
門
寺
の
現
本
堂
の
宮
殿
（
本
尊
厨
子
）
か
ら
、
住
職
ら
に
よ
っ
て
三
枚
の
木
札
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
「
僧
永

意
起
請
木
札
」
で
あ
る
。
起
請
と
は
も
の
ご
と
の
発
起
を
将
来
に
向
け
て
誓
う
書
式
で
あ
り
、
永
意
起
請
は
、
船
形
山
に
営
ま
れ
た
山
寺
の

再
生
出
発
を
志
向
し
て
定
め
た
寺
法
で
あ
る
。
三
箇
条
の
事
書
き
と
本
文
か
ら
な
る
が
、
発
見
さ
れ
た
時
に
上
半
分
は
欠
失
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
に
学
術
調
査
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
全
文
を
知
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
、
愛
知
県

立
大
学
中
世
史
研
究
会
に
よ
る
調
査
の
過
程
で
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
僧
昶
深
筆
「
僧
永
意
起
請
写
」
が
見
出
さ
れ
、
そ
こ
に
は
全
文

が
完
全
に
写
し
取
ら
れ
て
い
た
。
近
世
写
本
に
よ
っ
て
中
世
原
本
を
復
元
す
る
と
、見
事
に
内
容
が
理
解
で
き
た
。
復
元
さ
れ
た
全
文
は
、『
豊

橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
141
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』
に
拠
ら
れ
た
い
。 
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起
請
全
体
に
は
経
典
や
俗
書
が
多
く
引
用
さ
れ
、
戒
律
の
順
守
を
基
準
に
、
争
い
、
殺
生
、
窃
盗
、
女
犯
な
ど
の
禁
止
を
定
め
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
箇
所
は
、
第
一
条
に
記
さ
れ
て
い
る
「
和
合
」
の
精
神
で
あ
ろ
う
。
和
合
と
は
平
等
に
結
束
す
る
集
団
や

そ
の
状
態
を
指
す
仏
教
用
語
で
あ
る
。
こ
の
理
念
を
永
意
が
強
調
し
た
の
は
、
当
時
の
普
門
寺
近
隣
の
地
域
状
況
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

十
二
世
紀
に
は
、
船
形
山
麓
の
住
民
は
、
地
縁
の
村
落
、
い
わ
ば
あ
ら
た
な
地
域
社
会
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
団
結
を
実
現
す
る

方
法
と
し
て
、
ま
ず
住
民
の
近
親
者
を
寺
僧
と
し
て
送
り
だ
し
た
。
寺
僧
た
ち
は
、
船
形
山
に
営
ん
だ
院
坊
に
普
段
は
分
属
し
つ
つ
、
一
寺

の
仏
事
な
ど
で
は
本
尊
の
前
に
集
合
す
る
。
寺
僧
の
背
後
に
は
、
そ
の
出
身
地
の
住
民
が
生
活
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
恒
例
・
臨
時
の

仏
事
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
の
結
集
を
は
か
る
た
め
に
こ
そ
、
山
寺
の
再
生
が

求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
船
形
山
か
ら
の
湧
水
は
山
麓
を
潤
し
、
一
方
で
住
民
の
生
業
は
寺
院
経
済
の
基
盤

と
な
っ
た
。
武
者
の
進
出
と
自
然
環
境
の
厳
し
さ
が
絡
ま
る
中
世
初
期
、
権
力
に
抗
い
生
活
の
基
盤
を
守
る
た
め
、
寺
僧
や
山
麓
の
住
民
ら

の
結
合
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
行
動
指
針
と
し
て
「
和
合
」
の
宗
教
理
念
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 　

こ
の
起
請
木
札
に
つ
い
て
、
史
料
や
文
化
財
と
し
て
見
る
だ
け
で
な
く
、
掲
げ
ら
れ
て
い
た
歴
史
の
現
場
を
実
体
的
に
想
像
す
る
よ
う
、

感
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
み
た
い
。
十
二
世
紀
に
営
ま
れ
た
本
堂
の
遺
跡（
元
堂
跡
と
呼
ば
れ
て
い
る
）は
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る（『
豊

橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
140
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
考
古
調
査
編
―
』）。
こ
の
新
設
本
堂
の
本
尊
近
く
に
、起
請
が
掲
げ
ら
れ
た
。

実
物
観
察
で
確
認
で
き
る
釘
穴
は
、
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
す
を
生
々
し
く
伝
え
る
。
本
尊
を
背
に
す
る
起
請
に
は
、
そ
む
き
が
た
い

権
威
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
な
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
仏
事
に
結
集
す
る
寺
僧
ら
の
背
後
に
集
合
す
る
山
麓
住

人
た
ち
の
形
相
に
も
関
心
が
湧
く
。
里
山
と
い
う
べ
き
船
形
山
は
、
山
麓
住
民
に
と
っ
て
な
じ
み
の
共
益
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
本
堂
に
す
ぐ

近
い
普
門
寺
峠
は
、
船
形
山
の
北
麓
岩
崎
と
南
麓
雲
谷
を
結
ぶ
地
元
幹
線
路
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
東
海
道
の
重
要
な
支
線
だ
っ
た
よ
う

で
あ
り
、
普
門
寺
本
堂
は
行
き
交
う
人
の
通
過
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
起
請
が
掲
げ
ら
れ
た
二
十
年
後
の
内
乱
期
に
は
、
源
氏
方
の
軍
勢
が
何

度
も
こ
の
地
を
通
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
直
前
に
は
、
山
門
延
暦
寺
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
と
い
う
『
普
門
寺
縁
起
』
の
記
述
も
あ
る
。
争
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い
や
殺
生
を
禁
じ
る
和
合
の
理
念
を
知
っ
て
い
る
地
元
の
人
々
が
、
中
世
社
会
の
現
実
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
、
考
え
る
べ
き
こ

と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。 

（
3
年
、
根
﨑
智
央
、
原
田
恭
亮
、
渡
辺
正
晃
） 

 （
2
）
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
普
門
寺
領
四
至
注
文
写
木
札 

 　

鎌
倉
時
代
中
期
の
仁
治
三
年
に
普
門
寺
四
至
注
文
が
作
成
さ
れ
た
。
正
文
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
複
数
の

写
本
が
現
存
し
て
お
り
、そ
の
形
状
と
内
容
の
両
面
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。そ
の
一
つ
は
正
中
二
年（
一
三
二
五
）

に
写
さ
れ
た
四
至
注
文
で
あ
り
、
木
製
札
と
し
て
作
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
に
木
札

か
ら
写
さ
れ
た
紙
本
の
四
至
注
文
で
あ
る
。
そ
の
追
記
に
よ
る
と
、
正
中
二
年
の
木
札
が
開
帳
さ
れ
た
機
会
に
写

し
を
取
っ
た
の
だ
と
い
う
。 

 　

船
形
山
寺
と
し
て
古
代
に
出
発
し
た
普
門
寺
は
、
十
二
世
紀
半
ば
の
再
生
期
に
、
国
衙
領
内
の
雲
谷
（
現
在
の

豊
橋
市
雲
谷
町
周
辺
）
と
岩
崎
（
現
在
の
豊
橋
市
岩
崎
町
周
辺
）
と
を
主
要
な
基
盤
と
し
た
。
古
代
の
山
寺
と
し

て
、
国
司
に
よ
る
国
内
統
治
の
一
環
と
し
て
存
在
し
て
き
た
事
実
が
、
新
時
代
の
地
域
基
盤
の
獲
得
に
結
び
つ
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
寺
領
を
保
証
す
る
文
書
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
時
代
の
前
半
期

に
は
、
領
域
支
配
を
保
証
す
る
四
至
注
文
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
正
当
性
を
も
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
、
支
配
を
め
ぐ
る
激
し
い
競
合
の
時
代
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

し
か
も
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
事
情
が
現
れ
た
。
雲
谷
も
岩
崎
も
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）

か
ら
の
約
六
〇
年
の
間
、
武
家
た
る
結
城
氏
の
所
領
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
正
中
二
年
の
木
札
が
作
成
さ
れ
た
の

は
そ
の
十
年
前
だ
が
、
す
で
に
支
配
地
を
脅
か
す
状
況
が
進
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
正
中
二
年
の
四
至
注
文

木
札
に
は
、
独
自
の
前
書
き
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
磨
滅
し
て
判
読
で
き
な
い
部
分
が
多
い
も
の
の
、
普
門
寺
領

が
初
期
の
鎌
倉
幕
府
か
ら
安
堵
を
得
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
寺
領
支
配
の
不

安
定
さ
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

普門寺領四至注文写木札
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木
札
の
四
至
に
注
目
す
る
と
、
雲
谷
、
岩
崎
を
は
じ
め
、
鍋
山
、
梅
田
沢
、
赤
池
、
毘
沙
門
塚
、
円
尾
塚
、
落
合
、
樹
池
、
平
五
郎
塚
、

曲
松
、
唐
沢
、
大
沢
と
い
っ
た
近
隣
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
は
現
在
の
静
岡
県
湖
西
市
の
一
部
を
含
み
、
西
は
現
在
の
豊
橋
市
大
岩

町
の
地
名
を
含
ん
で
お
り
、
当
時
の
普
門
寺
が
支
配
地
だ
と
主
張
す
る
範
囲
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
普
門
寺
と
当
該
地
の
関
係
に
つ
い
て

研
究
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る
普
門
寺
の
実
態
を
考
察
す
る
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
四
至
の
一
部
が
遠
江
国
に
く
い
込

む
と
い
う
主
張
を
重
視
す
れ
ば
、
行
政
範
囲
に
制
約
さ
れ
つ
く
さ
な
い
寺
領
支
配
の
自
立
性
を
想
起
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
服
部
光
真

「
中
世
三
河
国
普
門
寺
領
四
至
再
考
」『
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
五
年
）。 

 　

四
至
注
文
か
ら
は
、
普
門
寺
領
は
国
境
を
越
え
た
地
域
社
会
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
四
至
注
文

写
が
、
木
札
と
し
て
作
成
さ
れ
、
永
意
起
請
と
と
も
に
本
堂
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
、
普
門
寺
史
と
普
門
寺
文
献
の
個
性
を
際

立
た
せ
て
い
る
。 

 　

四
至
注
文
木
札
は
、
永
意
起
請
木
札
と
と
も
に
、
近
年
に
現
本
堂
宮
殿
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
応
安
元
年
の
紙
本
は
、
普
門
寺
収
蔵
庫
に

別
置
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
。 

（
3
年
、
下
條
な
つ
み
、
西
邑
渉
） 

 （
3
）
三
界
万
霊
木
牌 

 　

普
門
寺
所
蔵
文
献
の
中
で
木
札
群
は
特
徴
的
な
存
在
で
あ
る
。
中
で
も
地
域
史
の
個
性
的
な
実
態
と
普
遍
的
な
思
想
を
語
る
瞠
目
す
べ
き

新
出
の
木
札
が
、
三
界
万
霊
木
牌
で
あ
る
。
普
門
寺
収
蔵
庫
の
棟
札
に
ま
じ
っ
て
い
た
が
、
普
門
寺
文
献
調
査
で
初
め
て
独
自
の
様
式
と
内

容
に
気
づ
か
れ
た
の
で
あ
る
。 

 　

こ
の
木
牌
は
、
縦
（
最
長
部
）
一
五
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
型
の
文
書
木
札
で
あ
る
。
下
部

に
は
ほ
ぞ
が
成
形
さ
れ
て
あ
り
、
台
に
差
し
込
ん
で
立
て
て
使
う
も
の
で
あ
る
。
木
牌
中
央
に
は
、
大
日
如
来
の
種
子
に
続
い
て
「
三
界
万

霊
六
趣
四
生
十
万
含
識
等
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
。「
三
界
万
霊
」「
六
趣
四
生
」「
十
方
含
識
」
と
い
う
仏
教
語
は
、
い
ず
れ
も
世
俗
の
立

場
な
ど
を
越
え
た
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
木
牌
を
正
面
に
立
て
る
仏
事
は
、
普
遍
的
な
救
済
思
想
を
前
面
に
出
す
も
の

で
あ
る
。 
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木
牌
の
裏
面
に
は
、「
于
時
暦
応
元
稔
戊寅
八
月
六
日
弘
尊
注
之
、
舩
形
山
桐
岡
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）

を
暦
応
元
年
に
改
元
し
た
の
は
八
月
二
十
八
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
未
来
年
号
で
あ
る
。
と
は
い
え
そ
う
遠
く
な
い
時
点
に
作

ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
の
始
ま
り
に
あ
た
る
時
点
で
、
東
三
河
の
普
門
寺
で
行
わ
れ
た
仏
事
の
背
景
に
は
、
実
際

の
む
つ
か
し
い
地
域
政
治
の
局
面
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。 

 　

木
牌
の
表
側
、
中
心
部
に
大
書
さ
れ
た
墨
書
の
左
右
に
、
異
筆
に
よ
る
多
人
数
の
名
が
び
っ
し
り
と
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
こ

の
木
牌
が
再
利
用
さ
れ
た
際
に
追
記
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
現
物
を
精
査
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
二
〇
段
に
わ
た
っ
て
二
〇
〇
名
以
上

の
記
載
が
あ
り
、
し
か
も
人
名
に
は
地
名
が
付
さ
れ
、
現
豊
橋
市
域
、
静
岡
県
湖
西
市
域
を
中
心
に
、
さ
ら
に
東
方
の
遠
江
国
引
間
・
見
付
、

ほ
か
に
伊
勢
国
山
田
、
越
後
な
ど
の
地
名
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 　

そ
れ
ら
人
物
名
に
は
、
弘
法
大
師
に
い
た
る
真
言
八
祖
、
ま
た
裏
づ
け
史
料
に
乏
し
い
も
の
も
含
め
た
普
門
寺
歴
代
住
持
な
ど
、
縁
起
と

関
係
す
る
寺
史
上
の
人
物
名
も
あ
る
。
ま
た
「
普
光
院
殿
源
義
則
」（
六
代
将
軍
足
利
義
教
）
も
見
え
、
幕
府
政
治
と
の
関
係
も
う
か
が
わ

れ
る
。
し
か
し
よ
り
直
接
の
関
係
が
あ
る
の
は
、
東
三
河
を
中
心
と
す
る
地
域
の
武
士
、
百
姓
、
僧
侶
ら
で
あ
る
ら
し
い
。
東
三
河
で
は
、

新
興
領
主
で
あ
る
戸
田
氏
と
牧
野
氏
が
対
立
し
、
東
方
か
ら
は
今
川
氏
が
進
出
の
機
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
ご

ろ
に
は
、
牧
野
氏
と
戸
田
氏
が
ぶ
つ
か
る
船
形
山
合
戦
が
起
き
て
お
り
、
普
門
寺
は
ま
と
も
に
戦
火
を
被
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
最
も
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
木
牌
の
人
物
名
に
、
牧
野
氏
側
と
戸
田
氏
側
の
両
方
が
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
勝
者
と
敗
者
、
生
存
者
と
死
者
、
身
方
と

敵
、
そ
の
両
方
が
供
養
対
象
者
に
な
っ
て
い
る
。「
三
界
万
霊
供
養
」
と
は
そ
う
い
う
仏
事
で
あ
る
。
判
明
す
る
人
物
名
の
検
討
か
ら
、
こ

の
木
牌
が
再
利
用
さ
れ
た
の
は
、天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
か
ら
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
の
間
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
服
部
光
真
「
普

門
寺
（
豊
橋
市
）
所
蔵
年
次
未
詳
（
中
世
後
期
）
三
界
万
霊
木
牌
に
つ
い
て
」『
愛
知
県
史
研
究
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
三
年
）。 

 　

南
北
朝
内
乱
期
や
戦
国
時
代
と
は
、
東
三
河
の
住
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
人
々
は
、
戦
争
で
は

な
く
安
穏
を
望
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
界
万
霊
供
養
に
は
、
地
域
の
住
民
も
参
加
し
た
は
ず
で
あ
る
。
三
界
万
霊
木
牌
と
い
う
様
式

や
内
容
の
独
自
性
は
、普
門
寺
の
新
出
史
料
に
よ
っ
て
初
め
て
学
術
的
に
気
づ
か
れ
た
の
だ
が
、ほ
か
に
も
遺
存
例
は
あ
る
に
違
い
な
い
（
服
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部
光
真
「
日
本
中
世
寺
院
史
料
と
地
域
史
研
究
―
三
河
に
お
け
る
史
料
調
査
か
ら
―
」『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
第
一
四
三
・
一
四
四
合
併
号
、

二
〇
一
五
年
）。
こ
の
木
牌
の
発
見
は
、
史
料
学
、
思
想
史
、
時
代
像
、
地
域
史
へ
の
再
考
を
促
す
ほ
ど
の
威
力
を
も
っ
て
い
る
。

 

（
3
年
、
今
井
文
理
、
金
澤
里
菜
） 

 （
4
）
戦
国
大
名
文
書 

 　

戦
国
期
、
三
河
・
遠
江
の
国
境
に
位
置
す
る
普
門
寺
の
所
在
地
域
は
、
東
海
道
に
も
近
い
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
大
名
勢
力
間
の
接

触
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
地
域
の
歴
史
は
、
武
士
た
ち
の
動
き
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
。
普
門
寺
に
伝
え
ら
れ
た
戦
国
大
名
ら
か

ら
の
受
給
文
書
は
、
時
代
像
を
見
る
目
を
養
わ
せ
て
く
れ
る
。
先
行
研
究
に
も
導
か
れ
つ
つ
（
山
田
邦
明
「
中
世
後
期
の
船
形
寺
・
桐
岡
院
」

『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
141
集　

普
門
寺
旧
境
内
―
総
合
調
査
編
―
』）、
五
通
の
判
物
を
解
読
し
て
み
た
い
。 

 　

天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
十
二
月
、
今
川
義
元
が
東
三
河
を
制
圧
し
た
。
す
る
と
さ
っ
そ
く
、
地
域
の
諸
寺
院
か
ら
今
川
氏
に
対
し
て
、

寺
領
支
配
の
確
認
を
申
請
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
普
門
寺
は
、
翌
年
十
二
月
十
九
日
に
今
川
義
元
判
物
を
獲
得
し
た
。

こ
の
判
物
は
船
形
寺
・
桐
岡
院
の
「
坂
本
」
に
あ
る
、
雲
谷
と
岩
崎
が
用
益
す
る
山
林
に
つ
い
て
、
そ
の
不
入
権
を
得
て
き
た
と
い
う
寺
側

の
主
張
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
今
川
側
は
、「
棟
別
・
要
脚
・
諸
役
」
と
い
っ
た
負
担
を
寺
側
に
か
け
な
い
と
約
束
し
、
寺
の
維

持
費
用
を
保
障
す
る
代
わ
り
に
、
勤
行
の
精
励
を
要
求
し
て
い
る
。
実
質
は
、
今
川
方
へ
の
戦
勝
祈
願
を
行
わ
せ
、
普
門
寺
と
そ
の
地
域
を

自
陣
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
判
物
の
宛
先
は
桐
岡
院
・
船
形
寺
の
学
頭
坊
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
文
書
申
請

の
中
心
に
立
っ
た
の
は
こ
の
学
頭
坊
で
、
義
元
は
彼
の
立
場
を
保
証
し
て
寺
の
運
営
を
任
せ
た
の
だ
ろ
う
。
寺
院
内
で
統
括
者
の
地
位
を
め

ぐ
る
競
合
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
今
川
義
元
と
学
頭
坊
の
結
び
つ
き
が
判
物
と
し
て
出
さ
れ
、
寺
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 　

天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
に
は
、
義
元
自
ら
を
制
定
主
体
と
す
る
五
箇
条
か
ら
な
る
寺
法
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
寺
院
内
部
と
そ
の

支
配
地
の
運
営
方
法
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
条
目
に
は
、
前
学
頭
坊
が
死
去
し
、
覚
源
が
後
任
と
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。
学
頭
坊

の
交
替
は
、
大
名
か
ら
の
安
堵
を
得
て
安
定
し
た
よ
う
で
あ
り
、
学
頭
側
が
判
物
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
。
五
条
目
で
は
、
寺
領
内
の
百
姓

ら
地
元
勢
力
が
他
の
大
名
の
被
官
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
寺
領
の
岩
崎
郷
で
は
戸
田
氏
の
勢
力
が
強
ま
っ
て
い
た
。
百
姓
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ら
が
他
の
武
家
領
主
に
付
く
こ
と
は
、
今
川
氏
の
よ
う
な
大
名
に
と
っ
て
も
無
視
で
き
な
い
不
安
材
料
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
、
義
元
が
桶
狭
間
で
敗
死
し
、
子
息
氏
真
が
今
川
家
の
当
主
と
な
っ
た
。
翌
四
年
三
月
晦
日
に
氏
真
か
ら

三
箇
条
の
判
物
が
下
付
さ
れ
た
。
氏
真
が
新
た
に
寺
領
を
安
堵
し
、
船
形
山
と
そ
の
膝
下
地
域
が
今
川
配
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ

こ
で
は
今
川
氏
の
代
替
わ
り
に
判
物
を
下
し
、
普
門
寺
の
離
反
を
牽
制
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
判
物
は
か
つ
て
義
元
か
ら
下
付

さ
れ
た
判
物
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
義
元
判
物
を
氏
真
に
示
し
た
の
は
寺
僧
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 　

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）、
今
川
方
か
ら
松
平
元
康
（
徳
川
家
康
）
が
離
反
し
、
織
田
信
長
と
同
盟
を
結
ん
で
翌
年
に
三
河
を
お
さ
え
た
。

つ
い
で
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
十
二
月
に

は
、
船
形
山
桐
岡
院
に
徳
川
家
康
判
物
が
下
付

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
東
観
音
寺
な
ど
東
三

河
の
有
力
寺
院
が
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に

は
家
康
判
物
を
得
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
か
な

り
遅
い
。
普
門
寺
近
隣
で
は
、
今
川
氏
の
影
響

の
残
存
な
ど
が
、
徳
川
勢
力
の
防
げ
と
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
家
康
の
下
知
は
、
寺
領
や
諸
役
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
権
益
を
認
め
て
い
る
。
今

川
義
元
と
同
じ
く
、
百
姓
ら
地
元
勢
力
の
離
反

を
警
戒
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
家
康
の
支
配

が
す
ぐ
に
安
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。 

 　

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
六
月
の
酒
井
忠

永禄四年今川氏真判物

天正十三年酒井忠次制札
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次
制
札
か
ら
も
、
普
門
寺
周
辺
地
域
が
情
勢
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
は
雲
谷
・
二
川
の
山
境
を
定
め
て
い
る
。
今

川
時
代
に
こ
の
山
境
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
徳
川
へ
の
支
配
者
交
替
に
伴
っ
て
争
い
が
再
発
し
た
。
そ
の
た
め
、
寺
側
が
吉
田
城
主
酒
井

忠
次
に
山
境
の
再
確
認
を
求
め
た
の
で
あ
る
。 

 　

戦
国
時
代
と
い
う
流
動
的
な
情
勢
に
、
国
境
に
位
置
す
る
普
門
寺
周
辺
地
域
は
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。
大
名
武
士
は
地
域
住
民
の
統

治
に
苦
心
し
、
地
域
を
代
表
す
る
寺
院
は
頻
繁
に
交
替
す
る
支
配
者
へ
の
権
利
申
請
に
執
拗
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
英
傑
の
合
戦
譚
と
し

て
語
ら
れ
が
ち
な
時
代
像
と
は
違
い
、
時
代
転
換
の
激
動
を
く
ぐ
る
地
域
社
会
か
ら
の
視
点
こ
そ
、
普
門
寺
所
蔵
の
判
物
類
を
読
み
解
く
鍵

で
あ
ろ
う
。

 

（
3
年
、
佐
々
木
美
聡
、
玉
野
愛
子
） 

 

む
す
び 

 　

普
門
寺
所
蔵
の
文
献
史
料
は
、
中
世
史
関
係
に
限
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
学
術
価
値
が
高
い
。
近
世
以
後
の
膨
大
な
文
献
に
つ
い
て
も
、
そ

の
価
値
は
今
後
引
き
出
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
地
域
の
文
化
遺
産
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
考
え
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
の
か
、
ま
た
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う
に
調
査
や
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
普
門
寺
所
蔵
文
献
に
接
し
つ
つ
、
折
に
触
れ
て
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
た
。 

 　

地
域
の
歴
史
は
、
政
治
的
な
覇
者
や
頂
点
的
な
思
想
家
、
ま
た
特
殊
な
体
験
者
な
ど
、
知
名
度
あ
る
英
雄
に
惹
き
つ
け
て
自
己
主
張
さ
れ

や
す
い
。
地
域
の
将
来
を
展
望
す
る
理
念
に
叶
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
方
、
地
域
の
住
民
が
積
み
上
げ
て
き

た
生
活
史
に
は
、
か
け
が
え
の
な
い
個
々
人
の
体
験
と
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
復
元
す
る
こ
と
な
ど
で
き

な
い
ば
か
り
か
、遠
い
前
近
代
に
つ
い
て
は
偏
在
す
る
ま
ば
ら
な
事
例
に
手
が
か
り
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
文
献
史
学
の
威
力
は
、
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断
片
的
な
史
料
を
た
め
つ
す
が
め
つ
検
討
し
、
時
代
の
全
体
像
と
の
関
係
で
そ
の
位
置
づ
け
や
意
味
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
、
可
能

な
限
り
客
観
的
な
歴
史
の
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、す
ん
で
し
ま
っ
た
過
去
を
傍
観
し
て
終
わ
る
作
業
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
思
い
描
く
将
来
へ
の
希
望
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
興
味
津
々
の
史
実
を
創
造
的
に
立
ち
現
れ
さ
せ
る
知
的
営
み

で
あ
る
。
地
域
史
研
究
こ
そ
は
、
生
活
者
民
衆
が
思
い
描
い
た
で
あ
ろ
う
理
想
実
現
の
可
能
性
を
、
現
代
か
ら
将
来
の
希
望
と
し
て
引
き
継

ぎ
う
る
分
野
で
あ
る
。
本
論
で
紹
介
し
た
よ
う
な
、
平
安
時
代
末
期
の
永
意
起
請
木
札
に
見
ら
れ
る
「
和
合
」
や
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
三

界
万
霊
木
牌
に
込
め
ら
れ
た
敵
身
方
供
養
は
、
民
主
主
義
実
現
を
課
題
と
す
る
今
日
の
思
い
と
響
き
合
う
。
普
門
寺
所
蔵
文
献
か
ら
学
ん
だ

こ
と
は
、
地
域
の
文
化
遺
産
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
る
。 

 　

大
学
内
の
研
究
会
と
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
学
部
生
や
大
学
院
生
の
世
代
交
代
が
早
い
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
の
多
く
は
、
ゼ
ミ
を
履

修
す
る
三
、四
年
次
の
二
年
間
の
活
動
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
研
究
に
本
格
的
に
挑
む
か
け
が
え
な
い
期
間

で
あ
る
。
歴
史
学
の
社
会
的
責
任
、
学
問
の
存
在
意
義
、
自
ら
そ
れ
に
二
年
間
を
費
や
す
意
味
、
と
い
っ
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
に

違
い
な
い
。
普
門
寺
文
献
調
査
は
い
た
っ
て
地
道
な
も
の
だ
っ
た
が
、
時
に
そ
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
調
査
の
手
法
を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
調
査
と
研
究
の
成
果
を
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
つ
つ
、
何
と
か
悉
皆
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
未
熟
な
が
ら
も

そ
の
よ
う
な
思
想
上
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 　

愛
知
県
域
に
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
文
化
財
は
豊
か
だ
が
、
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
文
献
史
料
も
多
い
に
違
い
な
い
。
大
学
内
で

の
研
究
会
で
行
え
る
作
業
は
小
規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
大
学
や
学
会
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
調
査
・
研
究
が
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
深
刻
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規
模
自
然
災
害
の
到
来
を
想
像
す
れ
ば
、
個
別
で
地
道
な
活
動
で
は
対
応
で
き

な
い
文
化
財
保
護
の
実
務
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
現
状
で
は
、
連
携
し
た
実
働
の
体
制
を
欠
い
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
課
題
の

大
き
さ
が
痛
感
さ
れ
る
。
仮
に
目
立
っ
た
自
然
災
害
が
起
こ
ら
な
い
と
し
て
も
、
地
球
環
境
の
変
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
の
不
穏
に
目
を
つ

む
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
進
展
、
改
革
、
復
興
、
再
生
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
新
し
い
時
代
づ
く
り
の
根
拠
に
な
る
の
は
先
人
が

築
い
た
歴
史
的
伝
統
で
あ
り
、
特
に
地
域
で
積
み
重
ね
て
き
た
日
常
生
活
史
の
事
実
で
あ
ろ
う
。 
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大
学
に
お
け
る
文
献
調
査
は
、
古
文
献
の
扱
い
を
身
に
つ
け
、
歴
史
の
一
部
に
詳
し
く
な
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
人
文
科
学
の

本
領
を
知
り
、
将
来
に
役
立
て
る
見
識
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。 




